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・学年末に５段階で評価する。

c ：創造的な技能 d ：鑑賞の能力

観
点
の
趣
旨

美術の基礎的な表現方
法や美術文化に関心を
持ち、創造活動の喜び
を味わい、主体的に表
現や鑑賞に取り組もう
とする。

設定された題材を理解
し、個人の感性や想像
力を働かせ、創造的な
表現の構想を練ってい
る。

創造的な美術の表現を
するために必要な技能
を身につけようとし、
表現方法を工夫してい
る。

美術作品や文化など
に関心を持ち、その
よさや美しさを味わ
おうとしている。ま
た、自分なりの見方
で感じ、考えようと
している。

評
価
方
法

・作品及び記述の点検
　（レポート）
・制作の様子
　（スクーリング）

・作品及び記述の点検
　（レポート）
・制作の様子
　（スクーリング）

・作品及び記述の点検
　（レポート）
・制作の様子
　（スクーリング）

・記述の点検
（レポート）

３ 学習評価（評価規準と評価方法）

観
点

その他 （課題・実習等）

a：美術への関心・意欲・態度 b ：発想や構想の能力

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等アドバイス）

美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情
を育てるとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化について
の理解を深める。

２ 学習の到達目標

・美術、デザインの基礎的な表現方法と鑑賞の分野について学習します。
・スクーリング出席時には、レポート集、鉛筆またはシャープペンシル（ＨＢ以上の濃
　さ）、消しゴムに加えて、レポート毎に指定されている用具、材料も自分で用意して
　来てください。準備のない場合、スクーリングを受けられないこともあります。
・スクーリングの出席は各範囲均等にし、各レポートごとに最低1回は出席し、課題内
  容の説明を聞いた方がスムーズにレポートを進めることができます。
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 科目名 ： 美術Ⅰ

２範囲 ３範囲

8 回

 学習書 ・副読本

 使用教科書 高校生の美術１　日本文教出版

なし

１範囲年間総数

単位数 ： 2 単位 必要スクーリング出席回数：
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   いる。

絵
画
・
デ
ザ
イ
ン

 ・レポート
 ・スクーリング

ａ.美術の創造活動の基本であるデッ
   サンに関心を持ち主体的に取り組
   もうとしているか。
ｃ.鉛筆を工夫して使い、明暗、濃淡
   などの調節をし、丁寧に描けてい
   るか。

ａ.デザインの創造活動の基本である
   レタリングに関心を持ち主体的に
   取り組もうとしているか。
ｃ.明朝体とゴシック体の違い理解
   し、丁寧にレタリングできている
   か。

２．レタリング

１．デッサン

３．色彩

４．水彩画の表現

５．コラージュ

 ・レポート
 ・スクーリング

○ ○ ○

ａ.造形表現の重要な要素である色彩
   に関心を持ち主体的に取り組もう
   としているか。
ｂ.水彩絵の具を使い、条件に合わせ
   意図的に混色、丁寧に彩色ができ
   ているか。

ａ.水彩絵の具の多様な表現に関心を
   持ち主体的に取り組もうとしてい
   るか。
ｃ.より多くの水彩絵の具による表現
   方法を試みようと工夫している
   か。

※ 表中の観点について　a：美術への関心・意欲・態度　　　b：発想や構想の能力

　　　　　　　　　　　 c：創造的な技能　　　　　　　　　d：鑑賞の能力

※ 原則として一つの単元(題材)で全ての観点について評価することとなるが、学習内容(小単元)

　 の各項目において重点的に評価を行う観点(もしくは重み付けを行う観点)について○を付けて

○ ○ ○ ○

ａ.考え表現することに関心を持ち主
   体的に取り組もうとしているか。
ｂ.テーマを理解し表現形式の特性を
   生かし、形、色彩などを工夫して
   創造的な表現の構想を練っている
   か。
ｃ.意図に合った材料の特性を生か
   し、表現方法を工夫して表現でき
   ているか。
ａ.多くの歴史的な美術作品を知り、
   良さ美しさに関心を持とうとして
   いるか。
ｄ.主体的に自分なりの見方や感じ方
   を持とうとしているか。

６．鑑賞・美術史

・レポート
・スクーリング

絵
画
・
デ
ザ
イ
ン

２
範
囲

３
範
囲

○ ○
1
範
囲

絵
画
・
デ
ザ
イ
ン

４ 学習の活動

学
期

単
元
名

学 習 内 容 評価方法
a b c d

単元(題材)の評価規準
主な評価の観点


